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・ 隣の方が 3 年前に自殺して驚きました。一週間
くらい前に元気づけられたのになぜ。後で近所
の人に聞いたらうつ病だったとのこと。又、介
護施設に入り24万円支払い、 2 人の子どもに支
援を受けている。15万円位の施設は40名待ちと
いう。話を聞いたりしていますが、現実の厳し
さに困っています。私も心配しています。
・ 各々の発表の時間が短く、残念でしたが、レジュ
メがきちんと書かれているので持ち帰り、参考
にしたいと思います。ありがとうございました。
・ 現在、息子さんを自死で亡くされた友人とメー
ル交換中ですが、時々対応に苦慮することがあ
り、支援の大切さと同時に難しさを実感し、少
しでも支援の参考になればと思い参加しまし
た。
・ 江頭さんのお話、もっとじっくり聞きたかった
です。自殺は誰にでも起こりうる死…と、社会
全体に伝えていくには、マスコミの力は大きい
ですね。でもどうやって扱って分りやすく伝え
るかは、本当に難しいと感じます。期待してい
ます。がんばって下さい。
　 埼玉県のデータはとても貴重な資料です。男性
が18年からぐんぐん伸びている。男性のみの「原
因別自殺者数及び割合」も興味があります。男
性は特に「自分が困っている、助けてほしい」
とは言ってこないので、そうした方が「そうだ、
相談してみよう」と思える場や雰囲気がどうし定員を超える入場者で満席となった。
35
たらつくれるかが課題でしょうか。周りの人が
気付かないくらい孤立している人も多いです
ね。こうした社会から孤立している男性、たと
えば男性の一人暮らし、過労、借金などがある
方への効果的な支援、相談先へのつなぎ方があ
ればぜひ伺ってみたいです。
　 平山先生のお話から自死遺族の後追い自殺を防
ぐためには、メンタル面の支援はもちろん、生
活面での支援も大変重要になるのだと考えさせ
られました。行政、民間での支援が必要ですね。
ありがとうございました。
・ 3 万超の人の自死、その家族がある中で経済状
況とリンクしてしまうこの国のあり様について
考えさせられます。ありがとうございました。
・ 島根県の離島で障害福祉サービス事業所にて活
動しています。自死を考えている方、また遺族
の方と関わることが少なくありません。私自身
の実弟も25年前に自死しています。島において
もこの事ともっと関わる必要を感じています。
2010年度、他のスタッフと共に学び、活動して
いきたく願っています。ありがとうございまし
た。
・ 様々な立場のお話が聞けて良かったです。報道
関係者のお話が特に興味深かったです。質疑応
答も含め、もっと長い時間で開催しても良いの
ではないでしょうか。
・ 自死を減らすべきだと日頃思っていますが、個々
が出来る事は限られているので、とりあえず自
分が死なないように気をつけています。
・ 深い題であり、表に出さない人が多い、触れて
欲しいが、触れられたくない、難しいことです。
・現状をもっと知りたかったのでよかった。
・ 皆様の現場より生の様子を拝聴出来感謝します。
・ 発題者が多くて一人の持ち時間が短かった。全
体の時間をあと30分延ばすか、発題者の人数を
絞るかした方が良かった。とても良いシンポジ
ウムでした。
・ このような講演で、司会の方が許している時間
の延長に対する参加者の発言は非常に講演の雰
囲気を破壊するものであったと思う。司会によ
る時間のコントロールが必要と思われる。
・ありがとうございました。
・案内をまた送って下さい。
・ 関連図書の販売があってもよいのでは？と思い
ました。
・ 講演とは別に人の話し声が聞こえて、気持ち悪
かった。落ち着かない。
5 人の講演者によるシンポジウム
